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平成１７年度レジリアンス研究会要旨 
 
 
第７回レジリアンス研究会（梅津ＦＳ） 
 
 日時：２００５年４月２８日（木）１５：３０－１７：００ 
場所：地球研会議室 
タイトル：「生業活動と環境保全の両立を目指す村落開発の試み－タンザニアでの事 
例から－」 
発表者： 京都大学大学院地球環境学堂 陸域生態系管理論分野・助教授、田中樹（た
なか うえる） 
[要旨] 東アフリカの山地帯では、増加する土地圧力の下、生態環境や土地資源が急
激に劣化しつつある。深刻な現実として、劣化の主な原因は、食料や世帯収入を得る
ための現地の人々による日常的な生業活動である。人々のニーズとこれらの問題を同
時に解決し、加えて地域社会の活力を高めるような具体的な活動オプションを示すこ
とが強く求められている。この発表では、タンザニア東部のウルグル山塊での村落開
発活動を通じて得られた経験や発見を、特に住民参加が持つ潜在性や在来生業システ
ムにある知識や技術の活用の仕方、そして関与する外部者の役割に注目しつつ紹介す
る。紹介する活動オプションの例は、「養蜂を通じての木を植えないで森を回復する
活動」、「伝統的な焼畑耕作が持つ潜在的な食料安全保障の仕組みの再評価」、そし
て「伝統的屋敷林システムの構成要素にバニラを加えることによる焼畑耕作での間接
的な労働負荷の軽減と世帯収入源の創出」である。 
 
 
第８回レジリアンス研究会（梅津ＦＳ） 
 
 日時：２００５年６月１０日（金）１１：００－１２：１５ 
場所：地球研会議室 
 
タイトル：「湖沼生態系のレジリアンスに関する最近の研究紹介」 
発表者： 地球研・助教授 谷内 茂雄 
 
[要旨] 湖沼生態系におけるレジリアンスに関する、最近の研究紹介をおこなった。最
近の生態学における、生態系に関する見方の変化、レジリアンスという考え方の意味
を整理し、Carpenter などによる実験と比較、モデルを組み合わせた、湖沼のレジーム
シフト研究の紹介をおこなった。参考文献：Kathryn L. Cottingham and Stephen R. 
Carpenter "Predictive Indices of Ecosystem Resilience in Models of North Temperate Lakes" 
Ecology, 75(7), 1994, pp.2127-2138. 
 
 
第９回レジリアンス研究会（梅津ＦＳ） 
 
日時：２００５年７月２１日（木）１５：００－１７：１５ 
場所：地球研会議室 
 
１５：００－１６：００ 
タイトル：「ザンビア東部における社会変容と農地利用の変化－チェワ農民による新
しい畑の創出をめぐって－」 
発表者： 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科アフリカ地域研究専攻 
     吉川竜太 
 
[要旨] 1980年代半ば以降の農業政策の変遷に農村社会がどのように対応してきたの
か、栽培作物と農地利用に焦点を当て明らかにする。また、その対応と居住形態の変
化との関連性についても考察する。 
 
１６：００－１７：００ 
タイトル：「コーヒーの国際価格変動に対する農村社会の対応―エチオピアにおける
1990 年代の経済自由化と『コーヒー危機』」 
発表者： 京都大学大学院人間・環境学研究科・助手、松村圭一郎 
 
 [要旨] コーヒー価格自由化後の経済変動のなかで、コーヒー栽培に依存する農村 
部がいかに対応してきたのか。価格の乱高下に見舞われた 1990 年代半ば以降のロー
カル 社会の動きを、土地利用変化など農民の生業活動の変化と社会変容という面か
ら捉える。 
 
１７：００－１７：１５ 総合討論 
 
 
第１０回レジリアンス研究会（梅津ＦＳ） 
 
日時：２００５年１０月２１日（金） １５：００－１７：３０ 
場所： 地球研会議室 
 
タイトル：「持続可能な開発」理念の再構築：生態系レジリアンスを軸として 
発表者：（財）地球環境戦略研究機関（IGES）長期展望・政策統合プロジェクト研究
員、小嶋公史（こじま さとし） 
 
 [要旨]  1987 年に出版されたブルントラント報告書によって提唱されて以来、「持続
可能な開発」の理念は人類共通の目標として、国際政治の場をはじめ様々なレベルで
使用されてきた。しかし「持続可能な開発」が具体的に何を意味するのか、その実現
にはどのような施策が必要なのかについて、膨大な議論・研究がなされてきたにも関
わらず、共通の認識は形成されていない。本発表では、「持続可能な開発」の目的を
「持続可能性に関する制約条件を満たした上で、現代世代の貧困を撲滅すること」と
定義し、持続可能性制約条件として「生命維持システムを支える生態系のレジリアン
スを損なわないこと」と定義することを提言する。その中で、持続可能性を追及する
学問としてのエコロジー経済学の最近の動向について触れる。また、そのように定義
された「持続可能な開発」を政策分析に反映する試みの一つとして、モロッコの水問
題を対象としたケーススタディについて簡単に紹介する。 
 
 
第１１回レジリアンス研究会（梅津ＦＳ） 
 
日時：２００５年１１月２５日（金） １５：００－１７：３０ 
場所： 地球研会議室 
 
１５：００－１６：００ 
タイトル：「西アフリカ、マリ共和国における現地気象観測（２００１－２００４）」 
発表者：（独）農業・生物特定産業技術研究機構東北農業研究センター連携研究第１
チーム長、菅野 洋光 （かんの ひろみつ） 
 
 [要旨] 西アフリカマリ共和国において、JIRCAS のプロジェクト「西アフリカの気
象変動予測の高度化による穀物生産のリスク軽減技術の開発」のもと、2001 年～2004
年まで現地気象観測を行った。マリの南西部の 2 つの村を調査サイトとして選定し、
それぞれに気象観測装置 1 台（気温・湿度・風・気圧・雨量）と雨量計 15 台を展開
し、村の気象状況を詳細に観測した。その結果、①降水量の村内の特徴的な分布パー
ン、②朝と夕に集中する降水現象、③雨季のステージが分かれること、④湿度・気圧
等の特徴的な季節変化、などが明らかになった。この他、気象台の観測データ解析に
よる降水帯の季節内移動の把握、高層データ解析による季節変化の把握なども行った。
さらに、①空港からの機材持ち込みに関するトラブル、②シロアリに木製台座が食わ
れて雨量欠測事件、③牛にケーブルをかじられて欠測事件、④原因不明のデータロガ
ーストップ現象、など、失敗談も入れてご紹介したい。最後に東北地方における農業
と気象について手短にご紹介して、アフリカとの比較を行えればと思っている。 
 
１６：００－１７：００ 
タイトル：「圃場特異的な降水量変動に農家はいかに対処しているか：西アフリカ，
マリにおける実証」 
発表者：農林水産省 農林水産政策研究所 アジアアフリカ研究室 主任研究官、 
櫻井 武司 
 
 [要旨]  JIRCAS の「西アフリカの気象変動予測の高度化による穀物生産のリスク軽
減技術の開発」プロジェクトでは，2001 年～2003 年にわたり，マリの南西部の 2 つ
の村で農家家計調査と現地気象観測を行った。それぞれの村の各所に設置した 15 台
の雨量計により各圃場の降水量を測定したところ，農家は自分の圃場の降水量変動を
経験的に予測し保険的行動を行っていること，また自分の圃場で少雨を経験した農家
は事後的な所得補償行動をしていること，を確認した。このことは，一つの村という
狭い空間内においても，降水量の変異は大きく，それに対処する農家の行動にも多様
性があること示している。すなわち，地域レベルで定義する「旱魃」は，個々の農家
の経済厚生を必ずしも反映していない可能性がある。 
 
１７：００－１７：３０ 総合討論 
 
